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■まちの人口と世帯数
　（2012年11月末現在）
　人　口 8,360人
　　男　 3,963人
　　女　 4,397人
　世帯数 4,369世帯

■今月の表紙�【島でのロケを語る】

　12月16日、大崎上島文化センターホー
ル神峰にて、映画「東京家族」の先行上
映会が開かれました。会場はほぼ満席。
島の子どもを演じた荒川ちかさんと松竹
㈱矢島孝プロデューサーをお招きしての
トークショーも催されました。（関連記
事７ページ）

　山田洋次監督50周年記念作品「東京家
族」は１月19日㈯から全国上映！

　新春を迎え、町民の皆様には気持ちを新たに
されておられることと思います。
　昨年末には、衆議院選挙が行われ、政権交代
がおこなわれました。日本は円高等による景気
の低迷が続き、国・地方公共団体ともに大変厳
しい状況下にあります。新政権には景気の回復
を一刻も早く実現していただきたいと思います。
　本町においても、町の主要な産業の不振によ
り税収が低迷するなど景気は国と同様に厳しい
状況にあります。
　一方、昨年は山田洋次監督の監督50周年記
念映画「東京家族」のロケが5月に本町でおこ
なわれ、12月には先行上映会が大崎上島文化
センターで開催され話題となりました。また、
11月には「メガソーラー」の誘致が決まるな
ど明るいニュースもありました。
　しかし、本町の将来を見据えると、過疎化・
高齢化に加えて合併特例による地方交付税の特
別措置が平成26年度から段階的に無くなるな
ど大変厳しい時期を迎えます。これらのことを
克服していくためには、わたくしをはじめ行政
職員が創意工夫を凝らし、一丸となって住民の
ために働かなければならないと決意を新たにし
ているところです。
　平成25年度を展望しますと、１月には「東
京家族」上映が全国一斉に始まりますし、３月
には大崎クールジェン株式会社により環境に
やさしい、IGCC実証試験発電所の建設が着工
されます。また、５月から体験型修学旅行生の
受け入れもいよいよ始まります。
　これらのことを町の活性化の契機に
したいと考えております。町民の皆様
のご理解とご協力を心からお願い
申し上げます。
　結びに、町民の皆様のご健勝と
ご活躍を心から祈念し、新年のあ
いさつとさせていただきます。

大崎上島町長　高　田　幸　典

 

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　これらのことを町の活性化の契機に
したいと考えております。町民の皆様

今
年
の
抱
負

「
小
さ
く
て
も
﹃
き
ら
り
﹄
と
輝
く

ま
ち
づ
く
り
」
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大
崎
上
島
町
連
合
区
長
会
長実　

近　
芳　
郎

　

大
崎
上
島
町
を
あ
げ
て
、住
み
よ
い
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
大
崎
・
東

野
・
木
江
各
区
長
会
を
中
心
に
将
来
を
見
す

え
、
知
恵
を
出
し
合
い
行
動
す
る
自
治
会
活

動
を
進
め
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
・

ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
崎
上
島
町
商
工
会
長

松　
浦　
明　
治

　

新
年
早
々
に
、
映
画
「
東
京
家
族
」
全
国

公
開
が
は
じ
ま
り
大
崎
上
島
町
の
注
目
度
も

高
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
加
え
て
試
験
発
電

所
の
工
事
着
工
、
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
、

瀬
戸
内
し
ま
博
覧
会
開
催
の
準
備
等
、
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
す
。
新
し
い

時
代
の
幕
開
け
に
相
応
し
い
年
に
な
る
よ
う
、

皆
さ
ん
と
共
に
盛
り
上
げ
ま
す
。

大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会
教
育
長

出　
口　
一　
伸

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
島
の
子
ど
も

は
島
で
育
て
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
子

ど
も
た
ち
が
島
を
愛
し
将
来
を
担
う
人
材
と

な
れ
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
町
民
の
皆
様

が
学
ぶ
喜
び
を
通
し
て
生
き
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

大
崎
上
島
消
防
署
長

網　
川　
実　
歳

　

大
崎
上
島
町
が
東
広
島
市
に
消
防
業
務
を
委

託
さ
れ
、四
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、離
島
の
た
め
災
害
発
生
時
の
応
援
隊

増
強
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、委
託

後
は
、災
害
発
生
後
直
ち
に
東
広
島（
安
芸
津
）・

竹
原
か
ら
応
援
隊
が
駆
け
つ
け
ま
す
。こ
れ
か
ら

も「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
崎
上
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
長

小　
林　
弘　
晁

　

高
齢
に
な
っ
て
も
、
障
害
を
持
っ
て
い
て

も
、
誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
文
化

を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
福
祉
に
関
わ
る
者
、

町
民
の
皆
様
が
こ
の
こ
と
に
関
わ
り
を
持
ち
、

よ
り
多
く
の
方
々
の
参
加
（
共
助
）
が
得
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

大
崎
上
島
町
消
防
団
長

八　
崎　
敦　
男

　

日
頃
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。消
防
団
員
は

郷
土
を
愛
し
、水
火
災
等
の
災
害
か
ら
身
を
挺

し
て
防
災
活
動
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ

ゆ
え
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
定
期
的
に
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。各
ご
家
庭
で
も
災
害

対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

竹
原
警
察
署
大
崎
上
島
分
庁
舎
長

呑　
村　
和　
則

　

昨
年
中
は
、
警
察
業
務
各
般
に
渡
り
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
年
も
住
民
の
皆
様
の
安
全
安

心
を
守
る
べ
く
、
分
庁
舎
員
一
同
職
務
に
精

励
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
の
抱
負

「
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
」

今
年
の
抱
負

「
新
時
代
へ
の
挑
戦
」

今
年
の
抱
負

「
人
材
育
成
と
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」

今
年
の
抱
負

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

今
年
の
抱
負

「
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
」

今
年
の
抱
負

「
日
本
一
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
」

今
年
の
抱
負

「
心
豊
か
に
︑
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

 

地
域
社
会
の
構
築
」

あけましておめでとうございます。
新しい年を迎え、気持ちを新たに決意や目標
をかかげた方も多いのではないでしょうか。
そこで、まちの暮らしに携わる団体・組織の
代表の方々に、町の皆様へのメッセージと、
今年の抱負を伺いました。

（順不同・敬称略）
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申告の準備はお早めに！
　税の申告時期になりました。所得税の確定申告と住民税（町県民税）の申告の相談・受付は、

２月18日㈪から３月15日㈮までです。
　所得税の還付申告については、１月からできることになっていますが、役場では申告システムの改修・準備の関係
で、２月18日㈪以降でないと受付できません。２月15日以前に所得税の還付申告をする方及び３月16日以降に所
得税の確定申告をする方は、竹原税務署（☎0846－22－0485）で申告をしてください。
　申告会場などの詳しい内容については、町広報２月号でお知らせします。

申告に必要なもの
①印鑑
②収入金額が分かる書類

源泉徴収票（給料、報酬、年金、恩給がある人で所得
税が記されたもの）や生命保険等満期支払通知書、個
人年金等の支払通知書など。
③控除を受けるための書類

生命保険、地震保険、損害保険（長期）、社会保険料
等の支払証明書、国民年金保険料控除証明書、身体障
害者手帳、障害者控除対象者認定書など。

※ 医療費控除を受ける場合は、その領収書と医療費明細
書を作っておいてください。
④申告者ご本人の預貯金通帳
（所得税の還付申告の場合に必要になります）

所得税と住民税の生命保険料控除が変わります
　生命保険料控除の制度が改正され、従来の「一般生命保険料控除」、「個人年金保険料控除」に加えて、「介護医
療保険料控除」が新設されます。また適用される控除額も変更になりました。
〇平成23年12月31日以前に締結した保険契約等（旧契約）のみの場合は、従来と変わりません。

〇平成24年１月１日以後に締結した保険契約等（新契約）のみの場合は、下記の表のとおりです。

〇新契約と旧契約の両方で控除を受ける場合
　新契約と旧契約の両方の適用がある場合は、一般生命保険料控除、または個人年金保険料控除について、新契約
と旧契約の控除額を合算して計算しますが、各保険料控除の所得控除限度額は所得税４万円、住民税２万８千円に
なります。

※ 生命保険料控除を受ける際には、保険会社などから送付された保険料控除証明書の提出が必要です。控除額の計算
方法は、国税庁のホームページでご確認いただくか、役場税務課（☎65−3114）にお問い合わせください。

公的年金の源泉徴収票は１月下旬に日本年金機構などから送られてきます。
大切に保管しておきましょう。

税務署による申告相談を開催します
譲渡所得（土地・建物・株など）や特殊な控除（雑損控
除・住宅借入金等特別控除など）のある方、または事業
所得で収支内訳書が完成していない方については、役場
職員では対応できない場合がありますので、税務署職員
による申告相談をご利用ください。
日時　平成25年２月20日㈬〜22日㈮
　　　9：00〜16：00（受付は15：30まで）
場所　東野文化センター大ホール
　　　（役場本庁２階）

保険料控除の種類 各保険料の所得控除限度額 全体の所得控除限度額

一般生命保険料、個人年金保険料 50,000円（所得税）
35,000円（住民税）

100,000円（所得税）
���70,000円（住民税）

保険料控除の種類 各保険料の所得控除限度額 全体の所得控除限度額

一般生命保険料、（新）介護医療保険料、個人年金保険料 40,000円（所得税）
28,000円（住民税）

120,000円（所得税）
���70,000円（住民税）
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……▶申告確認フローチャート
申告の必要があるかどうか迷ったら、お試しください。
（所得税の確定申告をする方は、住民税の申告は必要ありません。）
スタートから「はい」・「いいえ」の矢印に沿って進んでください。
※�この表は、一般的な例となっており、ここに載っていない特別なケースもあります。ご不明な点は、税務課へお問い
合わせください。（☎65−3114）

注1）　�収入がない方は、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料及び介護保険料の算定のため、「収入がない旨の申告」が必
要です。また、税法上の被扶養者になっている方も、所得証明などの証明書が必要な方は申告が必要です。

注2）　�公的年金の収入金額が400万円以下であり、かつ公的年金に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合には、
確定申告の義務はありませんが、所得税の還付を受ける場合や住民税の控除を受けるためには、申告が必要です。また、
公的年金以外の所得金額が20万以下で確定申告が不要の場合でも、その他の所得がある場合は住民税の申告が必要です。

住民税の 申告が必要です。（注１）
※税法上の被扶養者になっている方は、申告は不要で
すが、本人又は世帯内に、国民健康保険・介護保険・
後期高齢者医療保険に加入している方がいる場合は、
申告をしないと保険料等の軽減が受けられない場合が
あります。

「はい」　　　　　　　　「いいえ」スタート

平成24年中に収入がありましたか？

収入は、給与収入ですか？

勤務先から大崎上島町に「給与支払
報告書」が提出されていて、年末調
整が済んでいますか？（勤務先にご
確認ください）

申告が必要です。
その他の所得金額が20万円を超える場
合は、確定申告が必要です。20万以下
の場合は、住民税の申告が必要です。

申告が必要です。
※給与を２カ所以上から
受けた方、給与収入が
2,000万円を超える方
も申告が必要です。

公的年金等の収入金額が400万円以下の場合
は、所得税の確定申告及び住民税の申告は不
要です。
（注２）
※ただし、次の①又は②にあてはまる方は、
扶養控除、医療費控除、社会保険料控除等の
控除を申告すると所得税が還付されたり、住
民税の額が減額される場合があります。
①　�昭和23年１月１日以前生まれ（65歳以
上）で公的年金収入が148万円以上の方。

②　�昭和23年１月２日以降生まれ（65歳未
満）で公的年金収入が98万円以上の方。

その他の所得がありますか？
（営業・農業・漁業・不動産・報酬・土地、建物、
株の譲渡所得・生命保険の一時金・個人年金など）

確定申告及び住民税の申告は、不要です。
ただし、「医療費控除」、「寄付金控除」、「住宅借入金等特別控除」などの控除を受ける場合は申告が必要です。

収入は、公的年金だけでしたか？

収入は、遺族年金や障害年金、失業保険給付金などの非課税収入だけでしたか？
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防
災
・
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
に

　

11
月
９
日
、
防
火
パ
レ
ー
ド
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
先
導
す
る
パ
ト
カ
ー
に
続
き
、
消
防

車
５
台
が
町
内
を
巡
回
し
、
防
火
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
25
日
、
町
内
各
地

区
に
て
集
団
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
震
度
６
弱
の
地
震
を
観
測
、
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
と
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
発
令
後
ま
も
な
く
、
役
場
本
庁
で
は
警

察
署
や
消
防
署
、
町
、
消
防
団
か
ら
な
る
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
避
難
路
の
確
保

や
避
難
者
の
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。
避
難
訓

練
参
加
者
は
29
地
区
か
ら
１
，
２
５
０
人
。

避
難
を
終
え
る
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
は
約

15
分
（
平
均
）
で
し
た
。

　

避
難
訓
練
は
、避
難
経
路
を
覚
え
、災
害
時

に
慌
て
な
い
よ
う
、い
ざ
と
い
う
時
の
手
順

を
覚
え
る
訓
練
で
す
。日
頃
か
ら
、ご
家
族
や

地
域
で
防
災
に
つ
い
て
考
え
、話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

花
づ
く
り
で
秋
季
善
行
表
彰
受
章

　

11
月
17
日
、
明
治
神
宮
（
東
京
都
）
に
て

開
催
さ
れ
た
平
成
24
年
度
秋
季
善
行
表
彰
式

に
お
い
て
、
要
田
安
彦
さ
ん
（
大
西
地
区
在

住
）
が
善
行
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
要
田
さ

ん
は
約
20
年
間
、
県
道
の
道
路
脇
に
花
を
育

て
、
町
の
環
境
美
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
苗
や

柵
に
使
う
竹
を
く
だ
さ
る
近
所
の
方
々
や
、

花
を
見
て
き
れ
い
と
喜
ん
で
く
だ
さ
る
地
域

の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
こ
れ
か

ら
も
、花
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
要
田
さ
ん
。
花
の
世
話
は
ご
自
身
の
健

康
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
交
通
安
全
運
動

　

12
月
９
日
、
大
崎
小
学
校
体
育
館
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
交
通
安
全
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
島
内
外
か

ら
48
チ
ー
ム
が
参
加
。
冬
の
寒
さ
に
負
け
な

い
熱
い
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

 

「
開
催
し
た
当
時
は
、
高
齢
者
の
運
動
不
足

解
消
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
近
年

は
若
い
人
た
ち
の
参
加
も
増
え
、
違
う
世
代

の
交
流
も
、
参
加
者
の
楽
し
み
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
大
崎
上
島
分
庁

舎
長
の
呑
村
和
則
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業
募
集
中

　

財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
は
、
島

民
の
自
発
的
な
島
づ
く
り
活
動
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
離
島
人
材
育
成
基
金
助

成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
締
切　

２
月
８
日
㈮

要
項
を
各
支
所
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

地
産
地
消

大
崎
地
区
の
朝
市
復
活

平
成
25
年
１
月
12
日
㈯
か
ら
毎
週
開
催

　

時
間　

７
時
30
分
〜
９
時
頃
ま
で

　

場
所　

上
島
ス
ポ
ー
ツ
店
舗
前

　　

２
年
ぶ
り
に
大
崎
地
区
に
て
朝
市
が
催
さ

れ
ま
す
。
有
志
で
募
っ
た
生
産
者
５
名
が
旬

の
野
菜
や
ミ
カ
ン
、
イ
チ
ゴ
を
販
売
。
屋
根

が
あ
る
た
め
雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
。

 

「
地
域
の
方
か
ら
、
朝
市
が
あ
っ
た
ら
と
い

う
声
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
地
産
地
消
を
島

に
広
め
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
今
回
の

朝
市
復
活
を
企
画
し
ま
し
た
。
売
る
人
、
買

う
人
が
増
え
、
気
運
が
高
ま
れ
ば
今
後
大
き

く
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
場
所
を
提
供
し
た
金

原
秀
章
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

東
野
親
善
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
結
果

　

12
月
２
日
、
東
野
屋
内
運
動
場
に
て
、
体

育
協
会
東
野
支
部
が
主
催
す
る
、
東
野
親
善

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

防火パレードではパトカーと消防車が列をなして
町内を巡回

避難訓練の様子（盛谷区）

環境美化善行章
要田安彦さん

優勝した円山Ｂチーム

男子の部
　優　勝　盛谷Ｃ
　第２位　脇之浦
　第３位　盛谷Ｂ
女子の部
　優　勝　白水Ａ
　第２位　盛谷Ａ
　第３位　体協
ペアの部
　優　勝　鮴崎Ａ
　第２位　白水Ｂ
　第３位　鮴崎Ｂ

日
㈯
か
ら
毎
週
開
催

分
〜
９
時
頃
ま
で
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思
い
や
り
の
心
を
育
む
教
育

　

12
月
11
日
、
大
崎
上
島
中
学
校
に
て
、
人

権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
併
せ
て
第
32
回
全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
崎
上
島
中
学

校
は
中
学
生
の
人
権
意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ

れ
た
と
し
て
、
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
お
よ

び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 
「
人
権
と
聞
く
と
、
な
ん
だ
か
堅
苦
し
く
て

難
し
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
自
分
の
心
を
深
く
見
つ

め
、
内
面
を
捉
え
直
し
、
い
の
ち
あ
る
も
の

を
大
切
に
す
る
心
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て

て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
、
毎
年
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

し
て
い
ま
す
」
と
、
竹
田
校
長
先
生
は
話
し

て
い
ま
す
。

「
東
京
家
族
」
島
内
先
行
上
映

　

12
月
16
日
、
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
神
峰
に
て
、
山
田
洋
次
監
督
50
周
年

記
念
作
品
「
東
京
家
族
」
の
先
行
上
映
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
崎
上
島
町
は
こ
の
映

画
の
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
も

エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
て
い
ま
す
。
会

場
は
ほ
ぼ
満
員
。
屋
外
で
は
商
工
会
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
豚
汁
を
ふ
る
ま
い
、
ロ
ビ
ー
で

は
国
立
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
の
皆
さ
ん
が

大
崎
上
島
産
レ
モ
ン
を
使
っ
て
空
気
を
香
り

付
け
す
る
な
ど
の
演
出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
島
の
子
ど
も
を
演
じ
た
俳
優
荒
川
ち
か

さ
ん
と
、
松
竹
㈱
矢
島
孝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
お
招
き
し
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
催
さ
れ
、

撮
影
中
で
の
出
来
事
や
島
の
印
象
な
ど
を
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
人
の
温
か
さ
や
ご
近
所
同
士
の
絆
が
見

え
て
、
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
海
の
幸
も

山
の
幸
も
ど
っ
ち
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
島
の
人
た
ち
か
ら
の
差
し
入
れ
も
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
、
荒
川
ち
か
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
す
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
後
、

荒
川
さ
ん
と
矢
島
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
へ
花
束

と
島
の
特
産
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
大
盛

況
に
終
わ
っ
た
先
行
上
映
会
。
こ
の
映
画
は

町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
深
い
、
大

切
な
作
品
に
な
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
写
真
左
か
ら
）

【
広
島
県
大
会
奨
励
賞
】

 

馬
場　

拓
生
さ
ん
（
２
年
）

【
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
賞
】

 

正
出　

七
瀬
さ
ん
（
１
年
）

【
東
広
島
竹
原
地
区
大
会
佳
作
】

�

大
成　

明
稲
さ
ん
（
１
年
）

公衛協主催環境啓発ポスター
　昨年12月号にて掲載した、環境啓発ポスターコン
クールの受賞者とその作品を紹介します。（敬称略）

道林　海斗さん（大崎小学校１年）

大政　惇さん
（木江小学校６年）

勝村　野詠さん
（大崎上島中学校３年）

奥本　彩奈さん
（大崎上島中学校３年）

【小学校低学年の部　最優秀賞】

【小学校高学年の部　奨励賞】

【中学校の部　優秀賞】

映画にちなんだ
ステッカー（↑）や、
お土産なども登場

第32回
全国中学生人権作文コンテスト受賞者

大盛況のホール神峰。地元テレビ局も取材に来町
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こ
こ
ろ
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ

　

in 

大
崎
上
島
町

　

12
月
９
日
、
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
神
峰
に
て
、
こ
こ
ろ
い
き
い
き
フ
ェ

ス
タ
in
大
崎
上
島
町
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
広
島
県
・
社
団
法
人
広
島
県
精
神
保
健

福
祉
協
会
主
催
、
町
共
催
）。
来
場
者
は
約

２
０
０
人
。
ふ
れ
あ
い
工
房
の
紹
介
や
、
ひ

ろ
し
ま
い
の
ち
の
サ
ポ
ー
タ
ー
下
程
ひ
か
り

さ
ん
に
よ
る
お
話
、
そ
し
て
元
プ
ロ
野
球
選

手
の
高
橋
建
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
手
話
サ
ー
ク
ル
﹃
か
ら
た
ち
﹄
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
講
演
内
容
が
手
話
で

伝
え
ら
れ
る
な
ど
の
心
配
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
工
房
が
め
ざ
す
地
域
づ
く
り

　
「
障
害
を
持
っ
た
人
が
こ
の
島
で
生
ま
れ

て
死
ぬ
ま
で
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
ま
た
、
地
域
の
困
り
ご
と
に
も
、

作
業
を
通
じ
て
貢
献
し
、
島
の
活
性
化
と
共

に
支
え
合
え
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
」
と
、
施
設
長
の
塩
飽
さ
ん
は
話
し
ま

し
た
。ま
た
、ふ
れ
あ
い
工
房
の
ベ
ー
カ
リ
ー

班
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の
作
業
や
や
り
が
い

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
で
育
ん
だ
人
と
の
繋
が
り

　

プ
ロ
野
球
選
手
を
引
退
し
、
現
在
は
野
球

解
説
を
し
て
い
る
高
橋
建
さ
ん
（
右
写
真
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
プ
ロ
野
球
で
育
ん

だ
人
と
の
繋
が
り
」
と
題
し
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
、
質
問
し
た
来
場

者
に
現
役
野
球
選
手
の
サ
イ
ン
や
ご
自
身
の

サ
イ
ン
入
り
グ
ロ
ー
ブ
を
贈
る
サ
プ
ラ
イ
ズ

も
。

「
僕
の
野
球
人
生
は
、エ
ー
ス
や
優
勝
と
い
っ

た
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
悔
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
で
も
、
だ

か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
い
る
よ
う
に
思
え
る

ん
で
す
。
な
ん
と
か
な
る
！
と
い
う
気
持
ち

は
必
ず
プ
ラ
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
、
高

橋
さ
ん
。
今
あ
る
苦
労
も
い
つ
か
自
分
の
た

め
に
な
る
と
前
向
き
に
過
ご
す
心
の
豊
か
さ
、

人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
、
野
球
人
生
を

通
し
て
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
い
の
ち
の
サ
ポ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｒ

　
「
特
別
な
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

人
の
い
の
ち
を
守
り
た
い
と
思
い
、
行
動
す

れ
ば
、誰
も
が
い
の
ち
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
」

と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
下
程
ひ
か
り
さ
ん
は
話

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
不
調
は
本
人
が
自

覚
し
づ
ら
く
、
さ
ら
に
が
ん
ば
ろ
う
と
す
る

等
、
無
理
を
重
ね
が
ち
で
す
。
ま
ず
は
周
囲

の
人
に
よ
る
気
づ
き
と
あ
た
た
か
い
声
か
け

か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
と
、
来
場
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に

　
　知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

・�
自
殺
は
︑
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死

・�

自
殺
は
︑
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
社
会
的
な
問
題

・�

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
何
ら
か
の

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

気さくな語り口で
場をなごます高橋さん

冬は特にご注意！
ノロウイルスによる感染性胃腸炎
　全国的に感染症胃腸炎の患者が急増しています。
　この時季、広島県において過去10年間で平成18年と
14年に次ぐ３番目の水準となっており、大規模な感染
症や食中毒の発生が懸念されています。
　ノロウイルスは感染力が非常に強く、少量のウイル
スを経口的に摂取することで発症します。
　感染を広げないために、右記のポイントを参考にし
てください。 問保健衛生課　☎62−0303

　ノロウイルス感染防止のポイント　
①こまめに手を洗う
　 トイレの後、帰宅後、料理の盛付け前など特に、指

の先や間の部分を丁寧に洗う。
②タオルの共用はしない
③食品の十分な加熱と器具の消毒
　加熱（85℃１分間以上）又は塩素消毒液で処理する。
④おう吐物やおむつの適切な処理
　 手袋やマスクを付けて処理し、ビニール袋に密閉し

て捨てる。付着した床も塩素消毒する。

ふれあい工房の皆さん

サプライズでサインや
グローブのプレゼントも

県内各地のイベントでPR活動中
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基
調
講
演 

「
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
に
は

〜
つ
な
が
り
の
再
構
築
か
ら
考
え
る
〜
」

　

こ
れ
ま
で
の
福
祉
は
、
一
部
の
人
が
関
わ

る
特
別
な
も
の
と
し
て
、「
福
祉
の
お
世
話

に
は
な
り
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
後
ろ
め
た

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
し
た
。
し
か

し
こ
こ
10
年
の
間
に
、
地
方
分
権
や
福
祉
の

民
営
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
福
祉
を
地
域
づ

く
り
と
通
じ
る
も
の
と
し
て
、
前
向
き
に
と

ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
め
ざ
す
の
は
、
地
域
が
支
え
合
い
、
持

続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
す
る
こ
と
。

地
域
づ
く
り
実
践
発
表 

緊
急
医
療
情
報
（
命
の
宝
箱
）
の
取
り
組
み

 

垂
水
区
長　
渡
辺
年
範
さ
ん

　

命
の
宝
箱
（
写
真
）
の
中
に
、
持
病
・
か

か
り
つ
け
医
・
薬
剤
情
報
提
供
所
な
ど
の
医

療
情
報
や
緊
急
連
絡
先
の
情
報
を
入
れ
て
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
で
保
管
し
て
お
き
ま
す
。
緊

急
時
に
は
、
救
急
隊
員
を
介
し
て
そ
の
情
報

を
医
療
機
関
に
伝
え
る
仕
組
み
で
す
。
70
歳

以
上
の
ひ
と
り
・
ふ
た
り
暮
ら
し
の
世
帯
を

対
象
に
命
の
宝
箱
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
緊

急
時
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
取
り
組
み
に
つ
な
げ
ま
す
。
現
在
町
内
で

は
数
か
所
の
区
や
サ
ロ
ン
で
実
施
し
、
消
防

と
の
連
携
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
タ
オ
ル
運
動
の
実
績
と
課
題

 

大
串
区
民
生
委
員　
砂
田
光
幸
さ
ん

　

オ
レ
ン
ジ
タ
オ
ル
運
動
は
、
地
域
づ
く
り

会
議
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
朝
起
き
て
、
タ

オ
ル
を
見
え
や
す
い
所（
玄
関
先
や
庭
な
ど
）

に
掲
げ
、
夕
方
に
な
っ
た
ら
取
り
込
む
と
い

う
も
の
。
見
守
り
運
動
が
過
度
に
な
る
こ
と

を
防
ぎ
、
毎
日
地
域
で
気
に
か
け
合
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
よ
り
良

い
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
し
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
向
け
て

 

向
浜
区
長　
向
井
秀
基
さ
ん

　

地
域
間
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
見
守
り
相
談
、
命
の
宝
箱
な
ど
を

こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
、
み
ん
な
が
関
わ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
」
と
妻
鹿
先
生
。
住
民
・

専
門
家
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
化
や
仕
組
み
の
重

要
性
と
、
続
け
て
い
く
楽
し
み
の
大
切
さ
を
、

調
査
結
果
の
デ
ー
タ
な
ど
を
基
に
、
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
盆

踊
り
の
復
活
を
め
ざ
し
、
開
催
一
週
間
前
か

ら
地
域
で
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
明
石
地
区

の
協
力
も
あ
り
、
当
日
は
約
２
５
０
人
が
参

加
し
た
に
ぎ
や
か
な
盆
踊
り
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
事
業
か
ら
全
町
域
へ
の
取
り
組
み
へ

 

社
協
地
域
福
祉
係
長　
藤
原
金
生
さ
ん

　
「
地
域
づ
く
り
会
議
」
を
開
催
し
、
地
域

住
民
自
身
が
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
に
気
づ
き
、

話
し
合
い
、
さ
ら
に
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

活
動
へ
と
つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
未
実
施
区
で
地
域
づ
く
り
会

議
を
開
催
し
、
全
町
へ
の
事
業
展
開
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

社
協
の
基
本
理
念

島
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る　

家
族
の
よ
う
な

「
互
近
助
」
ど
う
し
の
支
え
合
い

そ
ん
な
福
祉
の
ま
ち
を

住
民
と
と
も
に
目
指
し
ま
す
。

　
妻
鹿
ふ
み
子
先
生
講
評

　
「
地
域
福
祉
の
体
制
に
重
要
な
地
域
の
組

織
化
。
ま
さ
に
社
協
の
実
施
し
て
い
る
﹃
地

域
づ
く
り
会
議
﹄
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
対
応
し
た

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
。
盆
踊
り
復
活
の
取

り
組
み
な
ど
は
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
必
要
な
楽
し
さ
が
あ
り
、
無
理
な
く
続
け

て
い
け
る
秘
訣
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
地

域
で
育
ん
だ
信
頼
関
係
か
ら
は
地
域
福
祉
の

取
り
組
み
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
大
崎
上

島
町
の
皆
さ
ん
の
、
地
域
の
福
祉
力
を
高
め

る
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

地
域
が
つ
な
が
る
島
の
福
祉

第
１
回 

ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
の
つ
ど
い

　

11
月
17
日
︑
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
神
峰
に
て
︑
第
１
回
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く

り
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
主
催
は
大
崎
上
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
社
協
）︒

東
海
大
学
の
妻
鹿
ふ
み
子
教
授
の
講
演
や
︑
パ
ネ
ラ
ー
の
方
々
に
よ
る
実
践
活
動
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
︒
来
場
者
は
約
２
０
０
人
︒
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
や
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
︑
地
域
の
支
え
合
い
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ら
れ
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
︒

講師　妻鹿　ふみ子さん

町ストレッチ教室参加者のみなさんによる「心と体のストレッチ」
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高
速
船
を
利
用
す
る
人
は
？

　

高
速
船
を
利
用
す
る
町
民
の
方
が
全
体
の

44
％
で
、
年
齢
は
60
歳
以
上
が
57
％
を
占
め

て
お
り
、
比
較
的
ご
高
齢
の
方
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
利
用
目
的
は
、「
通

院
」
の
方
が
最
も
多
く
、
37
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
利
用
す
る
理
由
は

　

高
速
船
を
利
用
す
る
理
由
の
52
％
は
「
港

が
近
い
か
ら
」
で
し
た
。「
所
要
時
間
が
短

い
か
ら
」
と
い
う
回
答
は
42
％
で
し
た
。

　
ま
ち
・
島
に
と
っ
て
の
存
在
意
義

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
高
速
船
の
存
在
意
義

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
総
合
的
な
評
価
で

は
、
高
速
船
が
町
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う

方
が
45
％
で
し
た
。
内
容
別
で
は
、
通
院
や

通
勤
の
手
段
と
し
て
、
ま
た
、
生
活
に
安
心

感
を
与
え
る
こ
と
に
貢
献
す
る
と
考
え
る
人

が
い
ま
す
。

0% 40% 100%20% 60% 80%

島の「活性化」に貢献 40% 27% 13% 12% 8%

32% 26% 19% 14% 9%

33% 27% 17% 14% 9%

45% 28% 11% 9% 6%

28% 28% 19% 16% 9%

28% 28% 20% 15% 9%

49% 29% 10% 7% 5%

58% 27% 7% 5% 4%

35% 32% 14% 12% 6%

29% 28% 17% 16% 9%

45%
そう思う 少し思う 思わない

あまり思わないどちらでもない

29% 10% 10% 6%

「イメージアップ」に貢献

「過疎・高齢化」を食い止めるのに貢献

生活に「安心感を与える」のに貢献

港周辺の「活気」の維持に貢献

港周辺の「絆・つながり」の維持に貢献

「通勤・通学」の交通手段として貢献

「通院」の交通手段として貢献

「買物」の交通手段として貢献

「観光客」の交通手段として貢献

総合して、高速船は町に貢献

　

竹
原
～
大
崎
上
島
～
大
長
を
結
ぶ
高
速
船

は
︑
生
活
航
路
と
し
て
︑
昔
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
た
交
通
手
段
で
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑

島
の
人
口
減
少
に
伴
い
利
用
者
は
減
少
し
︑

運
行
経
費
の
赤
字
額
も
︑
今
後
ま
す
ま
す
増

え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
︑
大
崎
上
島

町
公
共
交
通
連
携
協
議
会
で
は
︑
町
民
の
皆

さ
ん
︑
高
速
船
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
︒
利
用
の
実
態

や
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
︑

結
果
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
︒

高
速
船
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議
会
︵
事
務
局
：
大
崎
上
島
町
企
画
振
興
課
︶

　
高
速
船
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

高
速
船
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
聞
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
必
要
だ
が
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
見
直
し
、
経
費
を
抑
え
る
べ
き
」

と
考
え
る
方
が
51
％
と
最
も
多
く
、「
現
行

の
ま
ま
で
必
要
」
と
答
え
た
方
も
33
％
で
し

た
。
ま
た
、
必
要
と
考
え
る
方
に
そ
の
理
由

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
必
要
と
す
る
町
民
が

い
る
か
ら
」
が
最
も
多
く
83
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

　

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議
会
で
は
︑

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
得
ら
れ
た
利
用

者
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
︑

持
続
可
能
な
生
活
交
通
手
段
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
す
︒

利用者
アンケート

・ ８月下旬～９月上旬に、高速船
内で聞き取り調査、または調査
票を配布。

・回収した数は、281件

聞き取り調査は、
広島商船高専の学
生が行いました。

町民
アンケート

・ 10月下旬に、町内の全世帯に対
してアンケート票を配布。（各世
帯に２通の調査票を配布。）

・回収した数は、1727件

※利用者アンケートより（不明除く）

※町民アンケートより（不明除く）

※町民アンケートより（不明除く）

高速船の利用回数は？

島の「活性化」に貢献

高速船は
何に貢献？

町内　44%町外　56%
利用者の
住所は？

町民について

年齢は？ 利用の目的は？

0% 20% 40%

10～20代

30～40代

50代

60代

70代

80代以上

10%

16%

17%

25%

24%

8%

0% 20% 40%

10%

37%

16%

14%

23%

買物

通院

通勤・通学

業務

その他

3%

11%

26%

59%

0% 40% 80%20% 60%

おおむね毎日

週１～４回程度

月１～３回程度

年に数回程度

利用したことが
ない

0%

高速船のあり方は？

※町民アンケートより（不明除く）

・この航路を必要とする町民がいるから（83％）
・将来，自分や家族が利用するかもしれないから（38％）
・廃止すると港周辺の住民活動・外出が減るから（35％）
・大崎上島の地位の維持のために必要（33％）
・廃止すると高速船の港周辺が衰退するから（24％）

必要と考える理由は？

赤字が大きい
ので不要

0% 40% 100%20% 60% 80%

33%

現行のままで必要 必要だが、運行を見直し、
経費を抑えるべき

その他
51% 12% 5%
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今月は大崎上島中学校

�中国中学校駅伝競走大会男女ダブル出場
　10月21日に行われた豊田・竹原駅伝で男子1位、女子２位の結果から豊竹代表として中国中学校駅伝に出場しま
した。走っている間中の雨にも負けず襷をつなぐ力走で、昨年を上回る成績でした。

�第４回青海祭

�修学旅行（東京：２泊３日）

　今年から商
あきんど

人体験の場所を大崎上島町の友好都市「武蔵野市」に移
した２年生の修学旅行。武蔵野市交流事業課の皆さんに事前の宣伝や
当日のテントの準備までしていただき、スムーズに活動することがで
きました。地域のみなさん、ご協力ありがとうございました。

中国中学校駅伝競走大会にて

完売めざしてスタート！島では体験できない人の多さにビックリ。

地域の皆様からも、横断幕を揚げて応援していただきました。
ありがとうございました。

【シンボルマーク】文田　星さんの作品➡
⬅【テーマ：イメージのその先へ】勝村野詠さんの作品

教
育
委
員
の
活
動
報
告

【
第
11
回
定
例
会
議
】

平
成
24
年
11
月
30
日
㈮

１　
議
事

●
日
程
第
１　

報
告
第
15
号

　

 

平
成
24
年
度
広
島
県
市
町
教
育
委
員
会
教

育
委
員
研
修
会
に
つ
い
て

　

 

11
月
15
日
㈭
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
研
修

会
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

●
日
程
第
２　

報
告
第
16
号

　

 

平
成
25
年
度
大
崎
上
島
町
就
学
指
導
に
つ
い
て

11
月
８
日
に
行
わ
れ
た
就
学
指
導
委
員
会

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

●
日
程
第
３　

議
案
第
11
号

　

 

町
議
会
12
月
定
例
会
に
提
案
す
る
補
正
予

算
案
に
つ
い
て

　

原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

●
日
程
第
４　

協
議
第
４
号

　

 

奨
学
金
に
つ
い
て

　

 

内
容
及
び
手
続
き
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

２　
そ
の
他

　

⑴ 

懸
案
事
項

　

⑵ 

そ
の
他

【今回の販売品】
生しいたけ、みかん、レモン、ふりかけ、
塩麹、ジャム（ブルーベリー・トマト・
イチゴ・梅・イチジク）、銀杏

学びあい、尊びあい、高めあう生徒

笑顔の青
おうみ

海祭
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http://www.hiroshima-cmt.ac.jp/ http://www.osakikamisei-h.irohsima-c.ed.jp/

　11月22日、球技大会を開催
しました。当日は気温16度と
天候に恵まれ、選手代表小田
くん（商船３年）が選手宣誓
を行った後、サッカー・ソフ
トテニス・バスケットボール・
バドミントンの４種目で熱戦を繰り広げました。
�大会結果�
　■男子の部　　　※学年別、学科混合のクラスチーム
　　サッカー　　　　　優勝　商船４年Ａチーム
　　バスケットボール　優勝　電子３年Ａチーム
　　ソフトテニス　　　優勝　商船３年
　　バドミントン　　　優勝　１年３組Ａチーム※

■女子の部　
バスケットボール
　優勝　流通４年
ソフトテニス　
　優勝　流通３年
バドミントン
　優勝　流通５年Ａチーム

　12月８日、産業振興交流会（松浦明治会長、加盟57社）
と地域交流センターは、地元企業等と学生の雇用のマッ
チングを図るため、４年
生を対象に企業説明会を
開催しました。学生達は
就活スーツを身にまとい、
普段と異なり緊張の面持
ちで企業担当者の説明を
熱心に聞いていました。

�参加企業12社（順不同） 
佐々木造船㈱、呉信用金庫、東芝メディカルシステムズ
㈱、㈱広島情報シンフォニー、幸陽船渠㈱、㈱ネクサス、
川崎陸送㈱、㈱日立物流、㈱曙エンジニアリング、安芸
海運㈱、㈱富士通九州システムズ、大崎上島町役場

　11月１日、全県一斉 PTA あいさつ運動の一環として、
本校も正門付近で朝のあいさつ運動を行いました。生徒
たちからは、寒風に負けないあ
いさつが元気よく返ってきてい
ました。早朝よりご参加くだ
さった保護者の皆様方、本当に
ありがとうございました。

　11月21日、本校同窓会副会長・馬明順治氏を講師とし
てお招きし、「大崎海星高校の生徒に伝えたいこと」と

いう演題で講演していただ
きました。生徒たちは、普
段はなかなか聞く機会のな
い大先輩の話を聞きながら、
人間としての在り方やより
良い人生を生きるために必
要な心得等を学びました。

　11月22日、消防署職員の方々に御協力をいただき、防
火訓練を実施しました。本館２階から出火したと想定し、
全校生徒が速やかにグラウンドに避難しました。その後、
消防署職員の方から消火器の使い方を説明していただき、
実際に燃え盛る炎を消す訓練も行いました。他にも、発
炎筒を用いて煙の充満した部屋を体験しました。

　11月30日、「関西二期会」による合唱を聴きました。
これは「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」の一環
として大崎上島中学校が主催したもので、今回本校もお
招きいただきました。生徒たちは、プロの美しい歌声と
演技に酔いしれました。公演の最後には、「関西二期会」
や中学生の皆さんと一緒に合唱するというすばらしい経
験もできました。

球技大会で熱戦

企業合同説明会を開催

全県一斉PTAあいさつ運動

人間としての在り方生き方講演会

防火訓練

芸術鑑賞

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル

☆赤猫異聞� 浅田　次郎
☆アルカトラズ幻想� 島田　荘司
☆彼女の時効� 新津きよみ
☆母親ウエスタン� 原田　ひ香
☆天国という名の組曲� あさのあつこ
☆純と愛　上� 丸山　　智
☆人生がときめく片づけの魔法２� 近藤麻理恵
☆千のキス� 安達　千夏

つくしの会
絵本のよみかたり

１／19㈯ 10：30〜

絵本
「ねずみのくれた

ふくべっこ」他

日 月 火 水 木 金 土
30 31 1/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 2/1 2

開館時間�10：00〜 18：00

休

全県一斉PTAあいさつ運動

人間としての在り方・生き方講演会
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When I was a kid I really didn't know anything about 
Japanese culture or history.  However, that changed in 
elementary school with the release of the video game 
“Super Street Fighter II."  The game's characters 
are fighters from all over the world, so I ended up 
learning about different martial arts from different 
countries.  For example, there is a Chinese fighter who 
knows kung-fu, a yoga master from India, and also a 
member of the U.S. Special Forces.  There are two 
Japanese characters: One is Ryu who knows karate, 
and the other is a sumo wrestler named E. Honda.  E. 
Honda can't move around too quickly, but he is very 
strong and if his opponent comes too close he will 
unleash his “Hundred Hand Slap" attack.  Thanks to 
this game my generation got its first exposure to sumo 
wrestling.  When I came to Japan I thought that all 
Japanese people must love sumo, but what I actually 
discovered was that there are a lot of people that are 
not interested in it and many who have never seen it 
live before.

I never really watched TV when I lived in Matsue in 
Shimane-ken, but after coming to Osakikamijima my 
Japanese level was better than before so I started to 
watch it more often.  I still remembered Super Street 
Fighter II and I made an effort to watch sumo on NHK.  
By November I had watched sumo several times on 
TV, but to tell the truth I thought it was pretty boring.  
I understood the general rules, but I didn't understand 
the customs such as why the wrestlers keep repeatedly 
entering and leaving the ring before a fight.  I thought, 
“No wonder the Japanese don't like sumo.  This is not 
fun to watch."  However, in November I went with 
several other ALTs to Fukuoka to watch sumo, and 
I was pleasantly surprised.  Live sumo is awesome!  
Watching it live you are surrounded by energetic 
spectators, and each time the wrestlers enter and leave 
the ring before the fight the crowd's energy grows 
and grows so by the time it finally begins everyone is 
on their feet.  After this experience I am now a sumo 
fan, and I would like to see it again.  If you have the 
opportunity definitely go and watch some sumo!

　私は子供のころ日本の文化や歴史など、何も知りませ
んでした。しかし小学生の時に「スーパーストリートファ
イターⅡ」という有名な格闘技のビデオゲームが発売さ
れて、私が色々な国の格闘技について知るきっかけにな
りました。このゲームには中国のカンフー戦士、インド
のヨガマスター、ゲリラ戦の特別訓練を積んだ米国陸軍
など世界各国の格闘家が出てきました。その中に日本人
も二人いました。一人はリュウという空手家で、もう一
人はエドモンド本田という力士でした。ゲームで本田は
あまり速く動けませんでしたがとても強くて、もし相手
が近付いたら「百烈張り手」という強力な平手打ちの攻
撃ができました。これが私の世代が初めて相撲という格
闘技を知るきっかけになったと思います。私は初めて日
本に来た時に日本人は皆相撲が大好きだろうと思ってい
たのですが、実際には相撲にあまり興味がなく、生で相
撲を見たことがない日本人が多いことを知りました。

　私が数年前に松江市に住んでいた時はテレビをあまり
見なかったのですが、今は理解できる日本語も増え、以
前よりテレビを見るようになりました。私はスーパース
トリートファイター II のことを覚えたのでテレビで相
撲を何度か見ました。11月まで私は何回も相撲を見まし
たが、あまり面白いとは思いませんでした。大体のルー
ルは分かったのですが、何で試合の前に力士が何回も土
俵に入ったり出たりするのかなど全く分かりませんでし
た。「相撲はやっはり面白くないね。だから日本人は相
撲が好きじゃないんだろうな」と思いました。しかし、
11月に私は県のＡＬＴと一緒に福岡に相撲を見に行って
とても驚きました。実際に目の前で見る相撲はテレビと
は迫力が違い本当に面白かったです！活気のある観客の
中に座って、力士が試合の前に土俵に入ったり出たりす
ると、毎回みんなが盛り上がり、試合が始まったら会場
全体が熱気に包まれ、皆がすごく興奮していました！こ
の経験で私は以前は分からなかった細かいルールが分か
るようになり、相撲に興味を持ちました。また見に行き
たいと思います。皆さん、機会があればぜひ相撲を見に
行って下さい！

相撲
文・訳：パトリック・マーフィー
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乾燥からくる皮膚炎「皮脂欠乏性皮膚炎」
　冬になって空気が乾燥し、また汗をかく量も減ってく
ると、両足のすねの部分が粉をふいたようになり、すね
や背中、腰のあたりの皮膚が触るとシャリシャリ、何と
なくかゆくなってきて、、、、これは、皮膚を守る働きを
している、皮膚の角質層の水分が減少しておこる、皮脂
欠乏症（乾皮症）です。かゆいからとボリボリ掻くと悪
化し、湿疹になり、ますますかゆくなり、、と悪循環です。
お肌の乾燥しがちな方は、早めに保湿剤を塗って下さい。
お肌の水分が多い、入浴後に塗ると一層効果的です。ま
た、お風呂では乾燥した皮膚はごしごしこすらず、過剰
に皮脂を落とさないように注意が必要です。それでも皮
膚が乾燥してしまうときは、お部屋に加湿器を置く、チ
クチクとした刺激感のある衣類をさける等、周りの環境
も整えてください。

しもやけ対策
　しもやけは、寒い日で一日のうちの気温差が大きい日
に起こりやすくなります。手や指、耳、足先が真っ赤に
腫れて痛がゆくなり、ひどいときには潰瘍となってしま
います。一番の対策は、何と言っても保温です。暖かい
格好をして、手袋、帽子を忘れずにお出かけになって下
さい。また、手がぬれたままだと、しもやけはできやす
くなりますので、水気を拭き取ることも大事です。

　新年　明けましておめでとうございます。向上心旺盛
な巳年生まれの方を見習い、今年も頑張っていきたいと
思います。どうぞ　宜しくお願いします。
　 I らんどは、大崎上島町の委託障がい者相談支援事
業所です。障がいのある方だけでなく、生活のしづらさ
を抱えている方、ご家族や地域の方からの相談にも応じ
ています。この島で自分らしく、自立した生活を送るた
めのお手伝いもしています。

第９回サポートファイル書き方勉強会
　このファイルには、障がいのある人や支援の必要な人
の健康や育ち・暮らし・特性等を記録しておき、本人の
ことをよく知ってもらうために活用していくものです。
　福祉課や I らんどの職員と一緒に、ご自分やご家族
のサポートファイルを作っていきましょう。
第９回は木江地区で開催します。ぜひ、お気軽に参加し
てください。
日時　２月６日㈬　19：00〜20：00
場所　役場木江支所

第５回 I らんど料理教室

　今年最初の料理教室です。料理が苦手な人・作った事
のない人等、どなたでも気軽に御参加下さい。
日時　　１月27日㈰　10：00〜13：30
場所　　第２ふれあい工房　食堂
　　　　大崎上島町中野5522−36
　　　　（サポートおおさき内）
会費　　500円
申込方法　1月23日㈬までに、 I らんどに連絡ください。

連絡先
　大崎上島町生活サポートセンター
　 I らんど（底押・土本）
　☎64−4416
　（転送することもありますがそのままお待ちください）
　Fax67−5667
　E-mail��hureai-iland@osakifukushikai.jp
受付日と時間
　月〜金曜日　　８：30〜17：00
　相談は無料です。秘密は固く守ります。
　まずはご連絡ください。

冬に増える皮膚疾患について
県立安芸津病院　皮膚科　田中麻衣子
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　年末、年始は、ごちそうを食べる機会が増える楽しみ
な時期、同時に体重増加も気になる時期です。外食やご
ちそうが続くと野菜が不足したり、油が取り過ぎになり
がちです。
　今回は、甘味が増した旬の白菜をたっぷり使い、肉団
子のお肉に赤みのももひき肉を使い、さらに豆腐を加
えることでカロリーダウンができ、しかも見た目はボ
リュームたっぷりな仕上がりです。

◎材　料　　　 分量（４人分 )
豚ももひき肉200g、ねぎ10g、しょうが５g
Ａ塩小さじ1/5、酒小さじ１、片栗粉小さじ２
木綿豆腐1/5丁、白菜３葉、人参1／2本
干しいたけ２枚、春雨20g、ゴマ油小さじ２
Ｂ砂糖小さじ2/3、濃口しょうゆ小さじ４、酒小さじ２
鶏がらスープの素小さじ1/3
干しいたけ戻し汁２カップ
片栗粉小さじ３、水大さじ１
ねぎ（飾り）20g
◎作り方
①　�ねぎは葉先を斜め切りし、残りをみじん切り、しょ
うがもみじん切りにする。

②　�豚ももひき肉に①のみじん切りしたねぎ、しょうが
と水気をしぼった豆腐、Ａの調味料を混ぜ合わせ、
大きめの小判型の肉団子を作っておく。（１人３個）

③　�干しいたけはさっと洗い、分量の水に浸して戻し、
石づきをとって、２〜４切れに切る。

④　春雨は水に戻して、４〜５㎝くらいの長さに切る。
⑤　�白菜は茎を1口大にそぎ切りにし、葉先は大きめに
切る。人参はうすめの短冊切りにする。

⑥　�フライパンにゴマ油を熱し、肉団子を入れ両面を強
火で焼き、干しいたけ、人参、白菜の茎を順に加え
炒め、分量の鶏がらスープの素、干しいたけの戻し
汁、Ｂの調味料を加えて煮る。

⑦　�さらに白菜の葉、春雨を加えて煮る。最後に片栗粉
の水溶きでとろみをつけ、①の葉先のねぎを散らす。

〜ヘルシーにボリュームアップ〜

エネルギー　160kcal
たん白質　13.9g
脂質　4.7g
塩分　1.3g

大きめの肉団子と白菜の中華煮

　禁煙とは、「喫煙しない、吸わん（スワン）」こと、数
字の２を白鳥（スワン）に見立て、禁煙推進学術ネット
ワークが、毎月22日は「禁煙の日」と考えました。
　喫煙の害は、よく知られているので、禁煙が必要なこ
ともよく分かっておられると思います。禁煙できないの
は本人の意志が弱いからでしょうか。そうではなく、喫
煙による「ニコチン依存症」が、禁煙を難しくさせてい
ます。でも、最近では、禁煙を助けてくれる方法として、
医療機関での禁煙治療、禁煙補助薬があります。22日
の「禁煙の日」をきっかけに、医療機関なども利用しな
がら、禁煙してみませんか。

自分で始めるなら、禁煙のツボ
①�禁煙する理由を書き出しておいて、喫煙したくなった
ら見て思い出す
②�自分の喫煙パターンを知って、吸いたくなる状況への
対策を立てておく
③�口寂しくなって、食べ過ぎて体重増加しないよう、ノ
ンシュガーのガムやあめ、カロリーの低い干し昆布、
氷などを口にする
④�節煙すると、余計にタバコがおいしくなってやめにく
いので、きっぱり禁煙する
⑤�薬局で購入できる薬（ニコチンパッチ・ニコチンガム）
などの利用も検討する

医療機関を利用して禁煙
　健康保険等を使った禁煙治療では、12週間で５回の
診察を受けます。診察に行くと、はじめに喫煙状況など
から健康保険等で治療が受けられるかをチェックします。
　毎回の診察では、禁煙補助薬の処方を受けるほか、息
に含まれる一酸化炭素（タバコに含まれる有害物質）の
濃度を測定したり、禁煙状況に応じて医師のアドバイス
を受けることができます。
☆禁煙指導のできる医療機関については、「広島県医師
会」ホームページをご参照ください

　お気軽に、早めに相談してください。　
� 問保健衛生課　保健師　☎62−0330

「たばこは、22日から吸わん吸わん‼」
〜毎月22日は「禁煙の日」〜
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し
た
い
」、

「
日
常
的
な
生
活
の
中
、
地
域
で
啓
発
し
よ

う
と
思
う
」
と
い
っ
た
力
強
い
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

　

11
月
23
日
、
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
神
峰
に
て
、
男
女
共
同
参
画
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
作
家
・
タ
レ
ン
ト
の
遙
洋
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
今
よ
り
少
し
自

由
に
生
き
ら
れ
る
た
め
の
秘
訣
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
は
約

２
３
０
人
。
遙
さ
ん
の
大
阪
弁
を
活
か
し
た
明
快
な
語
り
口
に
来
場
者
は
聞
き
入
り
ま
し
た
。

大好評だったひ
かり園の幼児た
ちによるオープ
ニングステージ

【プロフィール】
1997年から３年間、東京大
学でフェミニズム社会学を
学ぶ。その集大成として著し
た「東大で上野千鶴子にケン
カを学ぶ」がベストセラーに。
シングル女性の生き方を描い
た「結婚しません。」は日本図
書館協会選定図書に選ばれる。
タレント活動では「たかじん
胸いっぱい」（関西テレビ）に
現在出演中。

講 師　遙　洋�子さん
アンケート集計結果（回答者88名）

【男女共同参画についての理解】

よく
理解できた
46 人

（52.3%）

理解できた
31 人

（35.2%）

無回答
11 人

（12.5%）

【性　別】

女性
65 人
（74%）

男性
17 人
（19%）

無回答
6人
（7%）
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竹原市役所１階消費生活相談室
☎ 0846 − 22 − 6965

月〜金曜日　10：00 〜 12：00
13：00 〜 16：00

大崎上島町役場　産業観光課（本庁）
☎ 65 − 3123

奇数月の第１金曜日　10：00 〜 12：00
13：00 〜 15：00

介護ベッドの手すり等による死亡事故が発生しています！

消
費
生
活
情
報 　

112

問竹原警察署　☎ 0846 − 22 − 0110　　大崎上島分庁舎　☎ 62 − 0110

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ�

　国によると、平成24年度、介護ベッドの手すり等による死亡事故がすでに４件発生（平成24年10月31
日時点）し、消費者庁に報告されています。過去５年間では３２件になり、重傷事故を含めると63件にのぼっ
ています。手すりと手すりの間のすき間や、手すりとベッドボードとのすき間に、利用者が首をはさみ死亡に
至るものです。また，手すり自体に腕や足などを差し込んで骨折するなどの重傷事故も発生しています。
　事故防止に向けて（介護を行っている方々へのお願い）
○ご使用中の手すりが新 JIS 製品かどうか確認してください。
　平成21年３月に介護ベッドの日本工業規格（JIS）が改正され、手すりと手すりのすき間及び手すりとベッ
ドボード（頭側の板など）とのすき間の基準が強化され、安全性が向上しました。死亡事故は、新 JIS 規
格ではない手すりを使用中に発生しています。ですから、御使用中の手すりが新 JIS 規格でなければ、新
JIS 規格の製品に取り替えていただくことを国では奨励しています。なお、新 JIS 規格の製品かどうか不
明な場合は、レンタル契約先事業者、又は販売事業者にお問い合わせください。

○新 JIS 規格の製品への取替えが困難な場合など
・新 JIS 規格ではない手すりを使用する場合には、すき間を埋める対策を確実にとってください。
・すき間を埋める対策品を使用する（対応品の内容については、各メーカーに御相談ください。）
・クッション材や毛布などですき間を埋める。
・サイドレールなどの全体をカバーや毛布で覆う。
・危険な状態になっていないか、定期的にベッド利用者の目視確認を行う。

消費生活
相談窓口

広げよう！安全・安心　“地域の輪”‼
〜安全・安心な大崎上島町の実現〜

1月10日は “110番の日 ”
　110番通報制度は事件・事故の早期解決に大きく貢献しています。
しかし、一方では各種相談等にも利用され、110番制度の理解不足も
見られます。そのため、適切な利用について広く周知し、理解と協力
を求めるために１月10日を “110番の日 ”とし、適切な利用をお願い
しています。

110番の積極的な活用と正しい利用
　事件・事故に遭ったり見たり聞いたりしたときは、すぐに110番通
報しましょう。いざ通報するとなると、事件・事故のことで頭がいっ
ぱいになります。気分を落ち着かせ、警察の質問に、ゆっくり・はっ
きり・正確に答えましょう。
110番通報は緊急電話です。急を要しない各種相談等は、相談窓口か、
最寄りの警察署の代表電話を利用してください。
※　警察安全相談電話は♯9110番です。

　寒くなり霜が降りる季節に
なりました。ドライバーの皆
さんはきちんと霜を落として
車を運転していますか？
　視界が悪い状態で車を運転
するのは大きな事故につなが
るおそれがあり、大変危険です。
絶対にすべての窓ガラスの霜
を落として車を運転するよう
にしましょう！

〜 これぐらい
わずかな油断が大事故に 〜

安心と　笑顔を守る　110番車
を
運
転
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い
！

車
を
運
転
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い
！
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提
出
可
）　

②
就
労
証
明
書
（
就
労
し
て

い
る
方
は
勤
務
先
で
の
証
明
、
自
営
業
の

方
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の
証
明
）　

③

要
保
育
申
立
書
（
②
に
該
当
し
な
い
場
合

に
必
要
で
す
）

※
添
付
書
類
は
父
母
と
も
必
要
で
す
。

申
込
期
間　

１
月
15
日
～
２
月
15
日

問
申

　

福
祉
課（
木
江
支
所
） 

☎
62

−

０
３
０
１

　

住
民
課（
本
庁
） 

☎
65

−

３
１
１
３

　

大
崎
窓
口
係（
大
崎
支
所
） 

☎
64

−

３
５
１
１

�

幼
稚
園

大
崎
幼
稚
園　

平
成
19
年
４
月
２
日
～

　

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

木
江
幼
稚
園　

平
成
19
年
４
月
２
日
～

　

平
成
22
年
4
月
1
日
生
ま
れ

費
用　

入
園
料
２
，
０
０
０
円

　
　
　

保
育
料
４
，
０
０
０
円
／
月

　
　
　

預
か
り
保
育
料
３
，
０
０
０
円
／
月

　
　
　

一
時
預
か
り
３
０
０
円
／
日

願�

書
受
付　

１
月
15
日
～
１
月
18
日
ま
で
各

幼
稚
園
に
て
受
付
。
以
後
も
随
時
受
付
。

問
大
崎
幼
稚
園　

☎
64

−

２
１
１
０

　

木
江
幼
稚
園　

☎
63

−

０
３
０
４

　

教
育
委
員
会
総
務
課　

☎
64

−

２
０
７
４

カ
ラ
オ
ケ
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
延
長

　

薬
研
谷
温
泉
「
大
崎
上
島
町
ふ
れ
あ
い
の

館
」
で
は
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
を
１
曲
１
０
０

円
（
通
常
２
０
０
円
）
で
利
用
い
た
だ
け
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
ご
好
評
に
つ
き
３
月
31

日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
大
崎
上
島
町
ふ
れ
あ
い
の
館

　

☎
64

−

４
２
０
０

求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー

フ
ル
タ
イ
ム
の
募
集
…
22
事
業
所

パ
ー
ト
の
募
集
…
…
…
７
事
業
所

主�

な
求
人
事
業
所　

大
崎
工
業
㈱
広
島
工
場
、

㈲
栄
山
建
設
、
佐
々
木
造
船
㈱
、
社
会
福

祉
法
人
大
崎
福
祉
会
、
田
村
医
院
な
ど

※ 

広
報
紙
発
行
日
に
、
す
で
に
募
集
が
終
了

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
発
行

の
た
け
の
こ
求
人
情
報
誌
は
、
本
庁
産
業
観

光
課
・
大
崎
支
所
・
木
江
支
所
窓
口
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

https://w
w

w
.hellow

ork.go.jp/index.htm
l

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

　
（
広
島
西
条
公
共
職
業
安
定
所
竹
原
出
張
所
）

　

☎
０
８
４
６

−

22

−

８
６
０
９

平
成25
（
２
０
１
３
）年
度

入
園
・
入
所
の
ご
案
内

�

保
育
所
（
ひ
か
り
園
）

入
所
要
件

・
保
護
者
及
び
同
居
親
族
等
が
働
い
て
い
る

・
長
期
に
わ
た
る
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る

・
家
族
の
介
護
や
看
病
を
し
て
い
る

　

右
の
要
件
等
に
よ
り
、
お
子
さ
ん
を
家
庭

で
保
育
で
き
な
い
場
合

申�

込
方
法　

福
祉
課
等
に
あ
る
保
育
所
入
所

申
込
書
に
記
入
し
、
次
の
添
付
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

添�

付
書
類　

①
平
成
24
年
分
給
与
源
泉
徴
収

票
、
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し
（
後
日

大
崎
上
島
駅
伝 

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

一
般
・
高
校
・
中
学
男
子
は
大
崎
小
学
校

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
島
内
一
周
、
女
子
・

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
野
賀
港
ス
タ
ー
ト
・
大
崎

小
学
校
ゴ
ー
ル
の
島
内
約
半
周
で
す
。

開
催
日　

２
月
10
日
㈰

参
加
申
込
期
限　

１
月
11
日
㈮
ま
で

　

参
加
費
な
ど
、
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申
社
会
教
育
課（
大
崎
上
島
町
体
育
協
会
）

　

☎
64

−

３
０
５
５

高
血
圧
予
防
講
習
会
の
ご
案
内

　

健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、
健
康
寿
命
の
延

伸
を
目
的
に
、
総
合
的
な
国
民
の
健
康
づ
く

り
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会

が
自
分
ら
し
い
生
活
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い

健
康
と
食
事
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
へ
と
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

内
容　

高
血
圧
予
防
の
話
・
調
理
実
習

日
時　

１
月
30
日　

９
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
代
～
70
歳
代
の
男
女

募
集
人
数　

30
人

参
加
費　

２
０
０
円
（
食
材
料
一
部
負
担
）

申
込
期
限　

１
月
15
日

申
込
方
法　

 

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

支
部
長
へ
電
話
申
込

問
主
催

　

大
崎
上
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

　

大
崎
支
部
長
：
倉
光　

☎
64

−

２
８
０
６

　

東
野
支
部
長
：
閑　
　

☎
65

−

３
４
１
９

　

木
江
支
部
長
：
福
本　

☎
62

−

０
３
１
６

大
崎
上
島
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

来
年
３
月
31
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
町
議

会
議
員
の
選
挙
期
日（
投
票
日
）が
決
ま
り
ま
し
た
。

  

選
挙
期
日　
平
成
25
年
３
月
24
日

  

告
示
日

　平
成
25
年
３
月
19
日

※ 

こ
の
選
挙
よ
り
、
町
議
会
議
員
の
定
数
は
、

14
人
か
ら
12
人
と
な
り
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
65

−

３
１
１
１

年
金
だ
よ
り

  

気
に
な
る
年
金
記
録

  

再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

い
ま
だ
約
２
，
２
０
０
万
件
の
持
ち
主
が

確
認
で
き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も

れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配

の
あ
る
方
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
例
）

・
若
い
頃
に
勤
め
て
い
た
記
録
が
見
つ
か
っ
た
。

・
結
婚
前
の
旧
姓
の
記
録
が
見
つ
か
っ
た
。

・ 

名
前
の
読
み
方
が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い

た
記
録
が
見
つ
か
っ
た
。

【
こ
ん
な
人
は
ぜ
ひ
ご
確
認
を
！
】

　

☑
転
職
が
多
い

　

☑
姓（
名
字
）が
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る

　

☑
い
ろ
ん
な
名
前
の
読
み
方
が
あ
る

問
三
原
年
金
事
務
所

 

☎
０
８
４
８

−

63

−

４
１
１
１
㈹

　

役
場
住
民
課　

本
庁　

☎
65

−

３
１
１
３

　

大
崎
窓
口
係　
　
　
　

☎
64

−

３
５
１
０

　

木
江
窓
口
係　
　
　
　

☎
62

−

０
３
０
０
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'13年1月4日㈮〜 '13年2月3日㈰

１月の納付は…
町県民税 （第４期）

国民健康保険税 （第７期）

後期高齢者医療保険料 （第７期）

介護保険料 （第７期）

納期限は、１月31日㈭です。
口座振替をご利用の方は，残高の確認をお願いします。

納期限までに納付確認できない場合は，督促状を発送

します。

 問税務課（本庁）　☎65−3114

休
日
当
番
医

1/6㈰
　射場医院　☎65−3304
1/14㈪
　射場医院　☎65−3304
1/27㈰
　円山医院　☎64−2062

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

1月の診療日

12日㈯・26日㈯
受付時間
　13：00〜17：00
診療開始
　14：00〜

☎67−3311

竹
原
市
休
日
当
番
医

内科　日曜・祝日　9：00〜16：00
竹原市休日診療所　☎0846−22−7157

外科　日曜・祝日　9：00〜18：00
1/6・20・27

馬場病院　☎0846−22−2071
1/13・14・2/3

安田病院　☎0846−22−6121

（注）事前にお電話を !!

月 日 曜 行　　　　事　　・　　場　　　　所 予防接種
1 ６ 日 出初式：大崎小学校グラウンド� 10：00〜　　　　

8 火 上島コスモス：木江保健福祉センター� 10：00〜12：00

9 水
育児相談：東野保健福祉センター� （受付）10：00〜11：00

健康相談：木江会館� （受付）13：30〜14：30

10 木 フッ素塗布：東野保健福祉センター� （受付）13：10〜13：30

15 火 三種混合Ⅰ期
1月15日㈫

〜
19日㈯

16 水 断酒会：東野保健福祉センター� 18：30〜19：30

19 土 絵本の読み語り会：情報プラザ・エル� 10：30〜　　　　

21 月 家族の集い：大崎上島開発総合センター� 13：30〜15：30

２ ３ 日

●新任の民生委員児童委員を紹介します●

　平成24年９月３日付けで、菅由子さん（垂水地
区担当　☎65−3444）が新しく民生委員児童委
員に委嘱されました。
　子育て、介護保険、福祉サービスなど暮らしに
関すること、困ったこと、悩みなどお気軽にご相
談ください。相談の内容やプライバシーは固く守
ります。
※�垂水地区は、閑正子民生委員児童委員と２名が
担当されます。
� 問福祉課（木江支所）　☎62−0302

 

会場／大崎上島文化センターホール神峰

映画鑑賞券や上映会に関する問い合わせは、商工会（☎64−3505）まで

1/19㈯ 1/20㈰ 1/21㈪ 1/22㈫
10：00〜12：30 × ○ ○ ○
14：00〜16：30 ○ ○ ○ ○
18：00〜20：30 ○ ○ ○ ×

映画「東京家族」
一般上映会情報
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編 

集 

後 

記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や

講
演
会
の
記
事
が
多
く
集
ま
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
福
祉
や
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
か
ら
、
自
己
啓
発

や
健
康
づ
く
り
。
取
材
を
通
じ
て
、

続
け
る
こ
と
の
大
変
さ
、
そ
し
て

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
、
新
し
い
も
の
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
奮
起
し
て

い
た
私
で
す
が
、
ま
ず
は
今
、
継

続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

力
が
あ
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま

す
。

発行日　2013年１月４日㈮
発行・編集　大崎上島町企画振興課
〒725-0231�広島県豊田郡大崎上島町東野6625−1
☎0846−65−3111㈹
HPアドレス�http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

　

大
楠
に
宿
れ
る
神
や
山
眠
る�

松
岡　

時
子

　

赤
き
実
を
つ
い
ば
む
鳥
や
小
六
月�

平
原　

千
歳

　

か
に
か
く
に
生
き
て
七
十
路
屠
蘇
の
盃�

梅
澤　

惠
子

南
風
俳
句
会

　

浦
里
の
空
の
青
さ
よ
木
の
葉
散
る�

横
本
三
四
郎

　

仏
壇
に
差
し
込
む
朝
日
菊
薫
る�

植
田
と
も
子

　

初
凪
の
瀬
戸
の
島
々
過よ
ぎ

る
船�

中
崎　

裕
子

木
江
神
潮
俳
句
会

　

永
ら
へ
て
今
あ
る
倖
や
屠と

蘇そ

の
盃�

小
池　

華
子

　

屠
蘇
の
座
に
揃
は
ぬ
遠
き
子
に
酌く

め
り�

小
川　

知
女

　

冬
天
や
波
立
つ
灘
に
遠
嶺
見
ゆ�

柳
本　

昭
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

　

虫
の
音
に
惹ひ

か
れ
て
開
け
し
雨
戸
か
な�

宮
城
屋
靖
子

　

秋
か
も
め
金き
ん

に
煌き

ら

め
く
瀬
戸
の
海�

峠　

智
恵
子

　

冬
の
海
怒
れ
ば
山
は
泣
い
て
ゐ
る�

奥
田　

秀
三

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

　

月
明
り
影
踏
み
し
て
る
童
た
ち�

小
林　

直
枝

　

紅
葉
で
真ま
っ

赤か

に
染
ま
る
野
の
夕
べ�

加
島　

雪
枝

　

小
雨
降
る
神か
み

在あ
り

月づ
き

の
石
畳�

吉
田　

好
子

東
野
公
民
館
俳
句
会

　

小
春
日
や
柿
二
個
持
ち
て
客
二
人�

藤
原　

千
晶

　

進
水
の
餅
を
両
手
に
島
小
春�

藤
原
千
紗
子

　

小
春
日
や
子
規
・
漱
石
の
伊
予
見
え
て�

山
本　

一
子

集
ま
れ
！
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

　

３
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の

写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
振
興
課
ま
た
は
、
各
支
所
窓

口
係
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、
２
月
１
日
㈮
。

kikaku01@
tow

n.osakikam
ijim

a.hiroshim
a.jp

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２ 八

や

崎
さき

うめのちゃん（垂水区）

山
やまね

根　滉
こうた

大ちゃん（原田区） 元
もとひ

樋　玲
れいな

奈ちゃん（鮴崎区）

1月生まれの
　わんぱくちゃん
１歳の Happy Birthday
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